



















































































頻出順位 語 出現回数  頻出順位 語 出現回数 
1 思う 17 1 思う 26 
2 見える 12  2 障害 13 
3 人 11  3 子ども 10 
4 感じる 11  4 分かる 9 
5 怖い 9  5 大変 8 
6 分かる 9  6 人 7 
7 障害 9  7 発達 7 
8 生活 7  8 気持ち 5 
9 体験 7  9 子 5 
10 大変 7  10 生活 5 
11 聞こえる 7  11 体験 5 
12 恐怖 4  12 大切 5 
13 座る 3  13 理解 5 
14 思い 3  14 感じる 4 
15 耳 3  15 自分 4 
16 少し 3  16 知る 4 
17 状態 3  17 難しい 4 
18 普段 3  18 感覚 3 
19 違う 3  19 見える 3 
20 過ごす 2  20 見る 3 
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４．考察
　本研究では、保育者養成課程の学生を対象とし、障害児保育に関する体験学習が学生の意識
変化にどのように関係するのか検証するため、「障がい児保育１」の授業コメントの分析によ
る調査を行った。
　Figure １に示されるように、視覚障害に関する体験では「思う」「見える」「分かる」とい
う語が抽出され、それぞれの語を中心としてネットワークを構成していることが示された。「思
う」では、「大変」「体験」「生活」という語が関係しており、抽出された語の文脈からも、「目
の見えない日常生活はとても大変だと思った」「障害をもっている人の生活は不便でつらいと
思った」「実際に体験することで分かったこともあり、障害者に対する見方が変わったと思う」
といった記述が確認され、視覚障害のある方の大変さや、こうした状況で日々生活しているの
かという気づきが語られているものと推察される。「見える」では、「見えないことがこんなに
怖いことだと思わなかった」「普段は見えているから物や危ないところを通らないようにでき
るけど、目の見えない人はどんだけ大変なんだろう」「目が見えないと、普段やっていること
が怖いことが分かった」「目が見えないと、声とかが鮮明に聞こえる」「何も見えない状態で生
活がスタートすると思うと、配慮が必要」という記述が確認され、見えない状態そのものに対
する気づきが語られ、上述の「思う」と関係すると推察される。「分かる」では、「自分がどれ
だけ視覚に頼っているのか分かった」「目が見えないと距離も分からないので、生活するのが
大変だと分かった。もっと世の中は過ごしやすい環境にならないといけない」「どれほど大変
な思いをしているのか少し分かったので、これから障害者の方に出会ったときに意識していき
たい」という記述が確認され、体験学習を通した気づきが語られている。「分かる」では、「思
う」「見える」と似たような文脈が見られたが、「分かる」の後に、障害のある方への支援につ
いて考えている記述が記されていることが特徴的であると考えられる。このことから、学生は、
視覚障害に関する体験学習を通して「見えない」ということがどういうことをもたらすのかに
気づき、この体験から障害のある方の日常や生活を想像することが出来ていると考えられる。
また、体験を通して気づきを得たからこそ、支援の重要性をより理解することができていると
推察される。
　発達障害に関する体験では、Figure ２に示されるように、「思う」「分かる」「大変」「気持ち」
という語が抽出され、ネットワークが構成されていることが示された。「思う」「大変」では、
「発達障害の子どもがこのような見え方で生活していると思うと大変だと感じた」「この子は
落ち着きがなくダメな子だときめつけないようにしようと思った」「適切な言葉を選んで障害
のある子どもと接したいと思った」「しっかりと周りが受け入れてサポートしていくことがと
ても大変だと感じた」という記述が確認され、視覚障害の体験学習と同様に障害をもつ方の見
え方について気づきを得ることが出来ているようであった。「分かる」では、「子どもの特性を
知ることで、子どもが悩んでいる原因や理由が分かる」「分かってあげることで助けられるこ
とがある」「障害をもつ子どもの感覚や気持ちは分かりにくいけど、少しでも理解して寄り添っ
ていけるようにしたい」という記述が確認された。発達障害の体験では、自身が保育現場でか
かわりをもつことを想定しているコメントが散見され、視覚障害の体験学習で得た支援の重要
性の理解に加え、自身がどのような保育をしたいのかといった展望が語られていると推察され
る。「気持ち」では、「理解しようとする気持ちや助けようとする気持ちで接したい」「子ども
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の気持ちを理解して接していきたいと強く思った」という記述が確認され、体験学習によって
自分自身がイライラしたり不安に感じたりすることを通して、子どもの気持ちを理解すること
や寄り添うことの必要性を感じることが出来たと推察される。
　２つの体験学習のコメントから、学生たちは、体験学習を通して障害のある方の日常生活で
の困難感に触れることが出来た様子であった。そして、その体験から、障害のある方の気持ち
を理解したり、理解した上で支援したりすることの重要性を自ら見出していると推察される。
コメントの中には、「保育者や周りの人がどんな言葉でコミュニケーションや指示を出すかが
すごく大切」「何か指示を出すとき、伝えるときは具体的にちゃんと言う必要性があると改め
て感じた」「授業や教科書にあることがより理解できた。理解しているつもりだったけど、ま
だまだ障害のある人の不安や恐怖を分かっていなかったんだと感じた」という記述も散見され
た。このことから、障害児保育においては、体験学習を通して学ぶことが、子どもの気持ちに
寄り添った保育や支援について学生が自ら考える一助となると考えられる。
５．結　語
　先行研究から、多様化する現代の保育の実情を踏まえ、保育者には子どもの理解を追求し専
門性を向上することが求められている。保育者の専門性を養う観点においては、現職だけでな
く保育者を目指す学生の実践力養成が問われていると考えられ、特に障害児や特別な支援を必
要とする子どもに対する保育では、障害の理解や十分な支援が出来ているとは言い難い状況が
あると推察される。本研究では、障害児保育に関する体験学習を通した学生の障害理解への意
識変化を検証することを目的とし、障害理解に関して、保育者養成課程の学生を対象とした授
業内でのコメントシートの分析を行った。
　分析の結果、視覚障害の体験学習では、「見えない」ということが何をもたらすのかに学生
が気づき、体験を通して障害のある方の日常や生活を想像することが出来ていた。知識だけで
なく体験を通して気づきを得たからこそ、支援の重要性をより理解することができていると推
察される。発達障害の体験では、視覚障害の体験学習で得た支援の重要性の理解に加え、自身
の保育観が語られていた。「理解しようとする気持ちや助けようとする気持ちで接したい」「子
どもの気持ちを理解して接していきたいと強く思った」という記述が散見され、体験学習を通
して、子どもの気持ちを理解することや寄り添うことの必要性を感じることが出来たと推察さ
れる。
　体験学習を通して障害のある方の日常生活での困難感に触れることで、障害のある方の気持
ちを理解したり、理解した上で支援したりすることの重要性を自ら見出すことができると考察
され、体験学習がその一助となると推察された。特に発達障害においては、保育現場で関わる
ことが多いことが予想されるため学生の関心も高く、より実際の保育現場での関わりを想定し
た記述が多く見られた。本論文の冒頭で触れた保育者の専門性について考える上でも、学生が
明確な保育者像を意識しながら授業を受けることで、より専門性が身に付きやすいと考えられ
る。また、体験学習を複数回行ったことで、学生がより発展的な考察を得ることが出来ていた
と推察される。
　しかし、本研究では対象者が少なく、また、授業内でのコメントシートを分析に使用したこ
とにより、ポジティブな意見が出やすい状況にあったと考えられる。今後は対象を増やして検
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討する、障害理解や障害児・者への体験学習導入前の意識を調査し比較検討するなどしていく
ことで、授業内で体験学習を用いる意義についてより深く考察することが可能であると考えら
れる。
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